
 

別記様式第１－６号 

 

オーガニック・エコ農産物安定供給体制構築事業のうち 

オーガニックビジネス実践拠点づくり事業に関する事業評価票 

 

都道府県名 

市町村名 

埼玉県 

小川町 

事業実施主体名 小川町有機農業推進協議会 

事業の概要 

 

 

実践拠点づくりのための検討会の開催、栽培技術・経営力の向上のため、実証ほの設

置、新規就農者に対する技術講習、有機農業栽培マニュアル作成、新人向けの勉強会、

広範囲を対象とした講習会の開催、安定供給体制を構築するため、実需者等との意見

交換会、実需者等との意向把握、店舗調査、有機農産物加工食品の開発、商品性評価

を行う。 

成果目標の 

具体的内容 

目標年度：令和３年度 

有機農業 

・取組面積：56.6ha（増加率：110.5％） 

成果目標の達成状況  

 取組面積  

 基準年（平成30年） 51.2（ha） 

目標年（令和3年） 56.6（ha） 

目標値 57.2（ha） 

達成率 90（%） 

地方農政局長の意見 成果目標を概ね達成している。 

 



 

別記様式第１－６号 

 

オーガニック・エコ農産物安定供給体制構築事業のうち 

オーガニックビジネス実践拠点づくり事業に関する事業評価票 

 

都道府県名 

市町村名 

千葉県 

山武市 

事業実施主体名 千葉県有機農業推進協議会 

事業の概要 

 

 

 

実践拠点づくりのための検討会の開催、栽培技術・経営力の向上のため実証ほの設置、

新規就農者に対する技術講習、有機農業栽培マニュアル作成、有機農業への転換のた

めの土づくり研修会の開催、安定供給体制を構築するため実需者等との意見交換会、

実需者等との意向把握、産地調査、店舗調査、有機農産物加工品の開発、商品性評価

を行う。 

成果目標の 

具体的内容 

目標年度：令和３年度 

有機農業 

・取組面積：105.0ha（増加率：120％） 

成果目標の達成状況  

 取組面積  

 基準年（平成30年） 87.5（ha） 

目標年（令和3年） 105.0（ha） 

目標値 105.0（ha） 

達成率 100（%） 

地方農政局長の意見 成果目標を達成している。 

 



 

別記様式第１－６号 

 

オーガニック・エコ農産物安定供給体制構築事業のうち 

オーガニックビジネス実践拠点づくり事業に関する事業評価票 

 

都道府県名 

市町村名 

神奈川県 

平塚市 

事業実施主体名 湘南オーガニック協議会 

事業の概要 

 

 

有機農業の取組面積の拡大に向けて、実践拠点づくりに関する検討を実施、栽培技術

・経営力の向上に向けた実証圃場を通じた有機農業の汎用化、生産者の研修会を実施、 

また、安定供給体制を構築するための取組として、有識者との意見交換を実施。 

成果目標の 

具体的内容 

目標年度：令和３年度 

有機農業 

・取組面積：10.0ha（増加率：262％） 

成果目標の達成状況  

 取組面積  

 基準年（平成30年） 4.0（ha） 

目標年（令和3年） 10.5（ha） 

目標値 10.0（ha） 

達成率 108（%） 

地方農政局長の意見 成果目標を達成している。 

 



                                      

別記様式第１－６号          

 

オーガニック・エコ農産物安定供給体制構築事業のうち 

オーガニックビジネス実践拠点づくり事業の評価結果の公表 

 

都道府県名 

市町村名 

千葉県 

いすみ市 

事業実施主体名 自然と共生する里づくり連絡協議会  

事業の概要 

 

 

実践拠点づくりのための検討会の開催、栽培技術・経営力の向上のため、実証ほの設

置、有機栽培の概要、栽培管理全般の指導等、技術力向上ハンドブック作成、作物の

栄養価等の研修会の開催、安定供給体制を構築するため、実需者との意見交換会、実

需者等との意向把握、産地調査、有機農産物加工品の開発、商品性評価を行う。 

成果目標の 

具体的内容 

目標年度：令和３年度 

有機農業 

・取組面積：37.0ha（増加率：264％） 

成果目標の達成状況  

 取組面積  

 基準年（平成30年） 14.0（ha） 

目標年（令和3年） 37.0（ha） 

目標値 45.0（ha） 

達成率 74（%） 

地方農政局長の意見 計画に即して取り組んだ結果、成果目標の指標である有機農業の取組面積は拡大し

、目標に対しては、未達成となったものの、実施要領にある成果目標の設定条件と

している「有機農業取組面積を事業実施前年度比110%以上又は15ha以上」を上回っ

ており（前年度比264%)、有機農業者はH29.23人→R3.38人に増加するなど（前年度

比165%）、一定の成果が得られている。 

 



  

別記様式第１－６号 

 

 

オーガニック・エコ農産物安定供給体制構築事業のうち 

オーガニックビジネス実践拠点づくり事業に関する事業評価票 

 

都道府県名 

市町村名 

神奈川県 

小田原市 

事業実施主体名 小田原有機の里づくり協議会 

事業の概要 

 

 

有機農業の取組面積の拡大に向けて、実践拠点づくりに関する検討を実施、栽培技術

・経営力の向上に向けた取組として栽培技術・経営力向上等マニュアルの作成、実証

圃での栽培、栽培技術・経営力向上等研修会を開催、安定供給体制を構築するための

取組として、総合シンポジウムの開催、産地調査、実需者、有機農業者等聞き取り調

査、有機農産物の加工品開発を実施。 

成果目標の 

具体的内容 

目標年度：令和３年度 

有機農業 

・取組面積：113.02ha（増加率：104.5％） 

成果目標の達成状況  

 取組面積  

 基準年（平成30年） 108.19（ha） 

目標年（令和3年） 113.02（ha） 

目標値 119.01（ha） 

達成率 45（%） 

地方農政局長の意見 計画に即して取り組んだ結果、成果目標の指標である有機農業の取組面積は

108.19ha→113.02ha(前年度比104%)に拡大し、目標に対しては、未達成となったも

のの、取組面積増加分の半数近くは果樹であり、果樹の有機栽培は一般的に難しい

とされていることから成果目標の達成には時間を要するとみられる。しかし、小田

原市の有機農業の課題となっていた「販路の少なさ」については、事業を活用した

シンポジウムの開催等、消費者へのPR活動を積極的に行い、大手スーパーへの出荷

が実現するなど着実に販路が広がっている。また、「栽培技術の継承」については

、事業を活用した栽培技術のマニュアルが作成され有機農業者に共有されたことで

、有機農業への参入者の増加に寄与していると考えられる。有機農業者数はH29.147

人→R3.154人(105%)に増加し、ここ数年では小田原市内全体で新規就農者が例年の

２倍になる年もあるなど増加傾向との報告もあったことから、有機農業の取組面積

の一層の拡大が見込まれ、一定の成果が得られている。ただし、主たる目標の達成

水準が45%と低水準にとどまっていることから、関東農政局として、引き続き、有機

農業の取組面積の状況報告を求め、状況に応じた助言等のフォローアップを行う。 

 


